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「腰壁」の使用方法【仕上表】 

文書管理番号：1236-02 

Q.質 問  

内部の腰板パネル（腰板）を積算したい。 

A.回 答  

内部の腰板パネルは、 (仕上表)の内部仕上表にある「腰壁」を使用して積算させます。 

 

【注意】 

(プラン図)の (化粧部材)⇒ (腰板)は、パース、各種図面、数量算出に反映しますが、仕

上表の「腰壁」とは連動せず、詳細積算には反映しません。 

また、仕上表の「腰壁」は、仕上表および詳細積算にのみ反映します。 

パースや各種図面に内部の腰板パネルを表現したい場合には、 (プラン図)で (腰板)を配置し

てください。 

 

操作手順 

ここでは仕上表で、L・D・K の部屋に「腰壁」を設定し、積算します。 

 

① (クイックメニュー)またはメインメニューから (仕上表)をクリック 

＊ 仕上表が表示されます。 

 

② 画面左のツリービューで「内部仕上表」⇒「1 階」をクリック 

＊ 画面右のリストビューに 1 階の仕上一覧が表示されます。 

 

③ 部屋名「L・D・K」の行をダブルクリック 

＊ 行を選択後、右クリックの「行編集」をクリックしてもかまいません。 

＊ 部屋仕上材設定の画面が表示されます。 
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④ 「腰壁」タブをクリック 

＊ 腰壁の設定画面が表示されます。 

 

⑤ 「仕上」「下地」を設定し、「高さ」を入力して「OK」をクリック 

＊ ここでは、仕上を「腰板パネル(オーク貼物)，見切・巾木等セット」、下地 1 を「石膏ボード

ァ 9.5m/m，9.5*910*2420」、高さ「700」mm に設定します。 

＊ 「高さ」に腰板パネルの高さを入力すると、設定した高さをもとに仕上・下地材を積算します。 

高さが「0」mm の場合は積算されません。 

 

 

⑥ (クイックメニュー)または、メインメニューから (詳細積算)をクリック 

＊ 当該物件で、初めて詳細積算を実行する場合、区分一括単価設定または柱自動作成に関する

メッセージが表示されます。区分一括単価設定の画面が表示された場合は、売単価の積算方法

を設定し「OK」をクリックしてください。 

柱自動作成に関するメッセージは、内容を確認し、「はい」「いいえ」どちらかを選択してくだ

さい。 

 

【参考】 

積算結果を保存済みの場合、詳細積算実行の確認画面が表示されます。 

仕上表の変更内容を反映するには、「更新する」または「再計算する」を選択してください。 

更新する：詳細積算で編集した内容を維持したまま、プラン図等での変更内容を反映します。 

再計算する：積算仕様をもとに再計算するため、詳細積算で編集した内容が初期化されます。 

 

ダブルクリック 

② 

③ 
④ 

⑤-2 

⑤-3 

⑤-1 
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⑦ 仕上表で設定した腰壁の部材が積算されているかを確認 

 

＊ 「木工事」に、仕上材に設定した「腰板パネル(オーク貼物)」および、下地 1 に設定した「石

膏ボードァ 9.5ｍ/ｍ 9.5＊910＊2420」が積算されていることを確認します。 

＊ 「石膏ボードァ 9.5ｍ/ｍ 9.5＊910＊2420」は複数の個所で使用しているため、積算明細編

集の画面で内訳を確認します。 

「石膏ボードァ 9.5ｍ/ｍ 9.5＊910＊2420」をダブルクリックし、積算明細編集に腰壁分が

表示されていることを確認します。 

L・D・K には、腰壁以外に壁の下地としても同じ材料を設定しているため、2 行表示されてい

ることで、それぞれが積算されていることを確認できます。 
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【参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：腰壁の有無による積算結果の違い 

ここでは、以下のようなホールの区画に腰壁を設定した場合と、設定していない場合の積算結果の違

いについて説明します。 

 

 

詳細積算では、画面左側の区分名のツ

リー表示で、使用した部材の工種、発

注先を確認してください。 

部材の工種、発注先は、 

 (仕上表)⇒  (初期値)の部材表

で、各部材の部材情報設定の画面を表

示し、確認、編集できます。 

今回使用した 

「腰板パネル(オーク貼物)」は工事種

別が「木工事」のため、詳細積算で「木

工事」を確認します。 

＜平面図＞ 
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＜ (数量算出)＞ 

 

ホールの内壁仕上面積 

2.4(天井高)×16.00(周囲長)－3.3(開口面積)=35.1 ㎡ 

＊ 天井高は 2.4m で設定しています。 

＊ 内壁面積は、0.5 ㎡を超える開口面積を減算します。 

ここでは、開口面積 3.3 ㎡（内法幅 1.65m、開口高 2.0m の引違建具）を減算しています。 

 

⚫ 腰壁を設定していない場合（仕上表で、腰壁の高さを 0mm に設定） 

＜ (詳細積算) 内壁の仕上材＞ 

 

ホールの内壁の仕上材に設定している「ビニールクロス貼(汚れ防止)」の数量は、「35.1 ㎡」で積

算され、数量算出の内壁仕上面積と同様です。 

 

⚫ 腰壁を設定している場合（仕上表で、腰壁の高さを 700mm に設定） 

＜ (詳細積算) 腰壁の仕上材＞ 

 

ホールの腰壁の仕上材に設定している「腰壁パネル（オーク貼物）」の数量は、腰壁の面積から腰壁

部分の開口面積が減算され、「10.1 ㎡」で積算されます。 

0.7(腰壁の高さ)×16.00(周囲長)－1.155(腰壁部分の開口面積)＝10.045≒10.1 ㎡ 

 

＜ (詳細積算) 内壁の仕上材＞ 

 

ホールの内壁の仕上材に設定している「ビニールクロス貼(汚れ防止)」の数量は、腰壁を除く内壁

面積から開口面積が減算され、「25.1 ㎡」で積算されます。 

1.7(腰壁を除く内壁の高さ)×16.00(周囲長)－2.145(内壁部分の開口面積)＝25.055≒25.1 ㎡ 


